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 今回は、道徳の 22 の内容項目の中の「郷土を愛する態度」について触れたいと思います。 

【郷土愛とは】 

郷土愛とは、自分が育った地域や住んでいる地域に対して抱く愛着や誇りのことを指しま

す。単なる懐かしさやおいしい名物の話だけでなく、地域の歴史や文化、風景、方言、人々の

つながりなど、地元を形づくるさまざまな要素に対して、敬意と関心を持つ気持ちを表します。 

郷土愛は、人によって表れ方が異なります。ある人は地元の祭りを積極的に手伝い、ある人

は地域史の本を読んで知識を深め、また別の人は地元のニュースに敏感に反応して地域課題の

解決に参加します。いずれも「郷土愛」を軸にした行動や考え方です。 

【郷土愛の基本的な要素】 

① 地域の誇り: 歴史や伝統、自然環境、特産品など、地域のよい

ところをしっかりと認識すること。 

② 地域のつながり: 近所づきあいや地域コミュニティとの協力、   

助け合いの精神。 

③ 地域貢献の意欲: 地元をよくしたいという気持ちを、ボランテ

ィア活動や地域づくりに結び付けること。 

【郷土愛が生まれる場所ときっかけ】 

郷土愛は家族や学校、地域の歴史的背景によって育まれます。子供のころから身近な風景

を見て育つと、ふとした瞬間に「この場所が好きだ」と感じることがあります。学校で地域

の歴史を学んだり、地域の祭りに参加したりすることも大きなきっかけです。大人になって

も、地元の課題について考え、解決に向けて行動することで更に強い郷土愛が芽生えます。 

【現代社会と郷土愛の関係】 

 現代はグローバル化が進み、世界の情報が身近にあります。しかし、郷土愛はこのグロ

ーバルな流れの中でも、「地域のアイデンティティ」を守る役割を果たします。地元の産業

を支える、地域の自然を守る、伝統を後世につなぐことは、持続可能な地域づくりにつな

がります。学校や企業、自治体が協力して地域資源を活かす取組を進めると、若い世代も

地元へ誇りを持ち、地域で働く意欲が高まります。 

【郷土愛を育てるための実践事例】 

地域を知る機会を作る：地元のガイドブックや史跡めぐり、地域イベントへの参加。 

交流を深める：近所の人や年配の方から昔話を聞く、地域の人と協力して活動する。 

発信の練習をする：写真や動画で地域の魅力を伝える、学校でプレゼンする。 

郷土愛は単なる感情ではなく、地域を支え、未来へつなぐ力です。歴史を学び、風土を

大切にし、地域のつながりを深める行動を少しずつ積み重ねることで、誰もが誇りを持っ

て暮らせる地元を創り出せます。郷土愛を意識することで、地域の魅力がさらに広がり、

あなた自身の人生にも豊かな意味をもたらします。 


